
令和元年  ６月 １２日 
国 立 研 究 開 発 法 人  
日本原子力研究開発機構  
敦 賀 事 業 本 部  

 

高速増殖原型炉もんじゅの 

施設運用上の基準の逸脱及び逸脱からの復帰について 

 

発生日時 令和元年 ６月１２日（水）１６時１３分 

発生場所 高速増殖原型炉もんじゅ 原子炉補助建物 等 

状  況 

６月１２日（水）１５時５７分頃、点検のため、一般計装き電盤

Ｄ－２への給電をバックアップ電源から通常電源への切り替え作

業を行っていたところ、切り替えができず停電が発生し、炉外燃料

貯蔵槽のナトリウム漏えい監視機能の喪失を確認したことから、１

６時１３分、原子炉保安規定第３４条に定める施設運用上の基準の

逸脱を宣言しました。また、炉外燃料貯蔵槽の液位及び温度の監視

機能の喪失を確認したことから、１６時２０分、原子炉保安規定第

６０条に定める施設運用上の基準の逸脱を宣言しました。 

 

 その後、１６時３６分、一般計装き電盤Ｄ－２への給電をバック

アップ電源に切り替え、炉外燃料貯蔵槽の温度、液位及びナトリウ

ム漏えいの監視機能の復旧を確認したことから、１６時４２分、原

子炉保安規定第３４条及び原子炉保安規定第６０条に定める施設

運用上の基準の逸脱からの復帰を宣言しました。 

 

環境への影響 本事象による環境への影響はありません。 

原  因  点検中の停電 

備  考  

 


